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もうすぐ立春ですね。

事務所近くの羽根木公園の梅林のつぼみが膨らみ始めました。今月には梅祭りが開催されます。
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●　「キレる」をキーワードに

前号では、前頭葉が感情をコントロールする機能を担っているというお話を載せましたが、では、この前頭葉を鍛える方法にはどのようなものがあるのでしょうか。

最近、「脳を鍛える大人のＤＳトレーニング」というゲームや前頭葉を鍛えるというドリルがはやっています。このゲームで著名な東北大学未来科学技術共同研究センター　川島隆太教授の研究によると、難しい計算より簡単な計算を早く解いたり、文章を音読している時に、脳が活発に動いているということです。そして、子ども達がゲームやビデオに没頭し、いわゆるゲーム脳を作り出してしまうことを危惧しています。親子、地域、社会でのコミュニケーションが脳の発達には不可欠だと。
また、別の研究では、手紙を手書きにした場合と携帯のメールにした場合とで、脳の働きを比較したところ、手紙を書いているときの脳は、強い活動がみられ、携帯メールでは、脳を休めている状態と同じだったということです。

手紙は漢字を思い出しながら文章を作るため、2つの仕事を前頭葉が同時に制御することで、脳が鍛えられるということです。

　戸外での遊びも脳の動きを高めます。鬼ごっこをして必死に逃げ回ったり、木登りをして滑り落ちないためにはどうしたらいいかを考えたり、こうした体験が脳を刺激して、脳の働きを高めていくということです。米国アルビオン大学の研究によると、子どもに縄跳びやボール遊びなどの運動を日常的にさせると、算数の成績が上がったほかに、協調性や感情をコントロールする力が高まったということです。「子どもの脳にとって運動は魔法の成長促進剤だ」という研究者もいます。
スキンシップと脳の発達に関して、乳児期に親とのスキンシップが不足していた子どもは衝動的に他者を攻撃する傾向にある、という研究があります。スキンシップによって子ども達は肌で自分が受け入れられていることを感じて、情緒も安定するということです。

　他にも様々なアプローチがありますが、皆さんの仕事や子育て、ご自身の脳の活性化のための何かのヒントになればと思います。

参考：「子どもの脳は肌にある」著者：山口　創　出版：光文社

　　 「ニューズウィーク日本版スペシャルエディション」

発行：ＴＢＳブリタニカムック
 「もっと脳を鍛える大人のＤＳトレーニング」

http://www.nintendo.co.jp/ds/anmj/index.html
本文で紹介しました川島教授が2月6日（月）ＮＨＫ教育２２：２５から放送の「この人この世界」に出演されるようです。タイトルは「脳を鍛える」です。ご興味のある方はぜひ。

· ＣＦＣＪライブラリー　（新コーナーです。）
皆さんのお奨めの本やウェブサイトをこの場で情報交換していきたいと思い、ＣＦＣＪライブラリーをメルマガ上で開設します。教育、心理学、子育てに関するものはもちろん、ジャンルは問いません。興味深かったもの、感動したものなど、ぜひぜひ教えてください。ＣＦＣＪスタッフお勧めの文献もご紹介いたします。
『わたしのねこちゃん』　

文：かんなりまさこ　絵：荒井良二　発行所：福音館書店
http://www.fukuinkan.co.jp/bookdetail.jsp?goods_id=10671

私は幼稚園でのレッスンでは最後に絵本を読んでいます。「気持ちは変わ
る」の時には次の絵本を読みました。
－わたしのねこちゃんはゆきあそびに誘っても「ニーヤ」といってねたふりしてたのに、私が楽しそうにそりで遊び始めると…－
ねこの表情の変化ガ楽しいです。（指導講師　Ｍ）
『プロカウンセラーの聞く技術』
著者：東山紘久　発行：創元社
http://www.sogensha.co.jp/mybooks/ISBN4-422-11257-0.htm
臨床心理士としての実体験に基づいた内容で、とても説得力があった。そして、細かに項目が分かれており、論文調でない文章がともて読みやすい。
文中に、「自分の気持ちを聞いて欲しいだけで、あなたの意見を聞きたいと思っているわけではありません。」とあり、ハッとした。年齢を重ねるごとに、相談を持ちかけてくれている相手に対して、自分の意見、体験を話してあげる、という感覚をもってしまっていたから。度々読み返すべき本だと思った。（ＣＦＣＪ事務局　Ｆ）
· １月２月のテーマ「ＣＦＣＪへのご要望やご提案」　

今回、投稿は寄せられませんでした。

皆さんからのご意見、お待ちしております！

· お知らせ

◇　第２回フォローアップ研修会の開催　◇
セカンドステップ実践されるなかで体験的問題等を抱えておられる方々を対象に、フォローアップ研修会を開催いたします。

参加者、講師及びファシリテーター間で質疑応答を行いながら、よりよい実践のありかたを探っていきますので、ご参加お待ちしております。
対象：今回は、保育園、幼稚園、幼児教育等の子育て関係の方々でセカンドス

テップを現場で実践している方
（８月には養護施設、児童相談所等の関係の方、１２月には小学校等の関係の方を対象としての開催を予定しております。）

日時：2006年2月25日(土)【９時３０分～１７時】の１日間
　　開催場所：「北沢タウンホール」東京都世田谷区北沢2-8-18
（小田急線・京王井の頭線　下北沢駅下車）

参加費：無料
　　詳しくはこちらhttp://www.cfc-j.org/followup2.doc　をご覧ください。
　◇　ボランティア募集　◇

　　ＣＦＣＪでは、ニュースレターの印刷や発送をお手伝いいただけるボランティアを募集します。事務局で雑談したり、真剣にセカンドステップついて語り合ったりしながら、お手伝いをしていただけませんか？１時間でも！１日でも！

詳しくは、info@cfc-j.org　もしくは事務局03-5329-1461までお問い合わせください。
◇　ホームページの更新　◇

　ホームページに米国ＣＦＣメンバーで、ワシントン大学のKarin FreyとLeihua Sylvesterによる論文『セカンドステッププログラムの研究「子どもたちの態度と行動は改善しているか？教師はプログラムについてどう考えているか？」』をアップしました。ご覧になってください。
●　今後の研修会

　第19回研修会（開催日　2006/2/18～19）東京
　第20回研修会（開催日　2006/6/3～4）東京
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